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新型コロナウイルス感染症による子どもたちへの影響 
－子どものメンタルヘルス支援事業推進室の活動から－ 

 

 

本学「子どものメンタルヘルス支援事業推進室」では、２０１４年度の開設

以来、福島県内の学校における子どものメンタルヘルス支援を継続して行って

きました。 

 新型コロナウイルス感染症の影響により見通しが立たない状況の中、学校に

おいては、児童生徒のストレスケアの必要性が高まっています。本支援事業推

進室の活動から、その実情を報告するとともに、特に子どもの問題行動、疾病、

障がいを抱えた家族支援に関する研修会の開催についてご案内します。 

 

 

 福島大学子どものメンタルヘルス支援事業推進室では、２０１４年度の開設

以来、１）学校支援：心の教育プログラム（こころの授業）、巡回相談、研修会、

２）家族支援としてペアレント・プログラムなど、３）医療支援として南相馬

市の雲雀ヶ丘病院内の外来などの事業を実施してきました。 

 新型コロナウイルス感染症の収束がままならないなか、メンタルヘルス面へ

の影響が顕在化し、児童生徒のストレスケアの必要性は高まっています。本推

進室でも、７月からの本格的事業再開後の巡回相談で、生活のリズムや倦怠感、

意欲の低下といった相談が多く寄せられています。さらに、家族支援として、

高橋紀子特任准教授が作成したパンフレット「感染症予防の不安や疲れに対す

る６つの作戦」などにより心理教育的アプローチを行っています。 

 また、１０月２４日（土）１０：００～１１：３０に「学校臨床における家

族支援―新型コロナウイルス感染対応を含めてー」と題する研修会を本学で開

催します。参加費無料で子どもの支援関係、教職員の皆様のご参加をお待ちし

ています（別紙チラシ参照）。 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 
人間発達文化学類教授 生島 浩（副室長） 
メール：shojima@educ.fukushima-u.ac.jp 
子どものメンタルヘルス支援事業推進室   
F A X：024-503-3414 
メール：kodomo.mental.12@gmail.com 

 










